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平
成
二
十
九
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し

、
泉
地
区
組
織
で
あ
る
自
治
会
・

老
人
会
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

。

又

、
各
部
落
の
区
長
・
組
長
さ
ん
等

も
決
ま
り
ま
し
た
の
で

、
そ
れ
ぞ
れ

ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略

）
。

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 木口 譲 

℡４７－０３５３ 

 

【
役
員
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会 
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修
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副
会
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堀
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孝
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監 

事 
 

池
下 

豊
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二
宮 
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出
目
一
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熊
谷 

昭
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出
目
二
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赤
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研
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興
野
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堀
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孝
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池
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豊
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善
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隆
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小
西
野
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山
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吉
三 

小 
 

倉 

芝 
 

修
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支 

部 

長 

井
芝 

 

千
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副
支
部
長 

土
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清
矩 

事 

務 

局 

池
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康
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女
性
部
長 

栗
木 

ミ
エ
子 

体
育
部
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山
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悟 
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節
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武
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古
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大
司 
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髙
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自
治
会
長 

 
 
 

芝 

修
次 

 

老
人
会
支
部
長 

 
井
芝
千
章 

 

鬼
北
町
議
会
議
員 
渡
邊
眞
次 

 

泉
小
学
校
長 

 
 

行
定
洋
嗣 

 

向
日
葵
の
会 

 
  

山
下
里
美 

 

青
年
学
級
代
表 
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口
泰
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公
民
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長 

 
 
 

髙
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公
民
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主
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目
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目
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目
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目
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出
目
一
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高
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目
二
新
田 

 

二
宮 

 

渉 

出
目
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松
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々
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々
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行
定 

喜
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興
野
々
中 

 
 

布 
 

康
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興
野
々
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土
居 

清
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岩
谷
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池
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豊
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岩
谷
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渡
辺 

邦
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上
川
市
ヶ
成 

新
倉 

一
明 

上
川
本
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谷
本
傅
治
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上
川
豊
永 

 

渡
邊 

俊
一 

小
西
野
々
上 

奥
藤
恵
美
子 

 

小
西
野
々
下 

東 
 

孝
英 

小
倉
川
崎 

 

芝 
 

洋
和 

 

小
倉
町
１ 

 

金
子 

健
三 

小
倉
町
２ 

 

西
川 

慎
一 

 

小
倉
上
住 

 

蒲
生 

弘
之 

 

小
倉
下
住 

 

芝 
 

貞
弘 

 

小
倉
宮
口 

 

芝 
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和 

小
倉
宮
奥 

 

大
津 

義
宏 

 

小
倉
轟 

 
 

山
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清
春 

一年間よろしく 

お願いします。 
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た
か
の
す
学
級
思
い
出

ア
ル
バ
ム
づ
く
り
・
閉
講
式

（
平
成
二
十
九
年
三
月
四
日
）

　
完
成
し
た
ア
ル
バ
ム
を
手
に

一
人
ず
つ
感
想
を
述
べ
た
後

、

今
度
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
用

意
さ
れ
ま
し
た

。
こ
こ
に
は
事

前
に
書
い
た
二
十
歳
の
自
分
宛

て
へ
の
手
紙
や

、
思
い
出
の
品

物
を
入
れ
ま
し
た

。
こ
れ
は
八

年
後
の
成
人
式
の
日
に
開
封
し

ま
す

。

　
最
後
に
閉
講
式
を
行
い

、
館

長
か
ら
修
了
証
を
手
渡
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
は

、
将
来
へ
の
希

望
を
胸
に
巣
立

っ
て
行
き
ま
し

た

。
　
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸
多
か

れ
と
祈
り
ま
す

。

最後にみんなでハイチーズ！

　
平
成
二
十
八
年
度
た
か
の
す

学
級
を
締
め
く
く
る
思
い
出
ア

ル
バ
ム
作
り
と
閉
講
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、

た
か
の
す
学
級

生
の
う
ち
六
年
生
を
対
象
に
、

一
年
間
の
記
録
写
真
か
ら
各
自

で
選
ん
だ
写
真
を
も
と
に
、

世

界
で
一
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル

の

ア

ル

バ

ム

を

作

り

ま

し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
写
真
を
上
手

に
切
り
抜
い
た
り
、

吹
き
出
し

や
イ
ラ
ス
ト
で
行
事
の
様
子
な

ど
を
書
い
て
い
き
、

個
性
あ
ふ

れ
る
ア
ル
バ
ム
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

製作の様子

指導者のみなさん

宮
川
さ
と
み
さ
ん
と
三
笠
屋
明
利

さ
ん
に
ご
指
導
い

た

だ

き

ま

し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、

初
め
て
見
る

大
小
様
々
な
太
鼓
に
見
入
っ

て
い

ま
し
た
が
、

指
導
者
の
皆
さ
ん
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、

リ
ズ
ム
よ

く
打
ち
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

最

後
に
自
分
の
身
長
ほ
ど
も
あ
る
大

き
な
太
鼓
を
順
番
に
打
ち
、

そ
の

音
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

参
加
し
た
、

た
か
の
す
学
級
の
皆

さ
ん
、

ど
う
も
お

疲

れ

様

で

し

た
。

みんなそろって

　
二
十
九
年
度
の
た
か
の
す
学

級
開
講
式
と
、

太
鼓
教
室
を
、

永
野
市
の
太
鼓
集
団
「

魁
」

練

習
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
泉
小
五
・
六
年
生
の
う
ち
八

人
が
参
加
し
た
こ
の
日
は
、

ま

ず
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

式

で
は
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

参
加
者
全
員
で
、

五
つ
の
目
標

と
三
つ
の
約
束
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
太
鼓
教
室
に
移
り
ま

し

た
。

講

師

と

し

て

魁

メ

ン

バ
ー

の
岡
崎
秀
太
さ
ん
、

助
手

と
し
て
同
じ
く
メ
ン
バ
ー
の

た
か
の
す
学
級

開
講
式
・
太
鼓
教
室

（
平
成
二
十
九
年

四
月
二
十
二
日
）



ほめ方の引き出しを増やす方法とは。

検査でわかること　健康診断・人
間ドックガイド

NHKきょうの健康の本です。

学校では教えてくれない大切な
こと3　お金のこと

お金について分かりやすく書かれています。

ねことじいちゃん ねこまき
猫と老人の島での、ほのぼのとした日常で
す。

ディズニーツムツム
折り紙あそび

いしばし　なおこ ディズニーキャラクターを折り紙でつくろう！

恩田　陸 本屋大賞と直木賞W受賞の大作です。

マチネの終わりに 平野　啓一郎 恋の仕方を忘れた大人に贈る恋愛小説。

談志の遺言 立川　談志 没後5年を経て今なお輝く著者の名言。

仕事も人間関係もうまくいく！人
のほめ方サクッとノート

西村　貴好　監修

素敵な日本人 東野　圭吾 ガリレオでおなじみ著者の短編集です。

たとえ明日、世界が滅びても今
日、僕はリンゴの木を植える

トロル 人気シリーズの最新作です。

題名 著者 内容

この嘘がばれないうちに 川口　俊和
「コーヒーが冷めないうちに」シリーズ最新
刊です。
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大腰筋を鍛えれば一生
歩ける！

佐野　みほろ 貯金ならぬ貯筋しませんか。

瀧森　古都 話題沸騰シリーズ２０万部ベストセラー。

ねことじいちゃん2 ねこまき シリーズ2作目。ほのぼのとします。

蜜蜂と遠雷

おしりたんてい
かいとうvsたんてい

お金の不安が消えるアドラー流
家計管理

岩井　美弥子 無理せず貯める方法教えます。
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健
康
料
理
教
室

（
平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
）

　
平
成
二
十
八
年
度
最
後
と
な
る
健

康
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
日
は
老
人
ク
ラ
ブ
員
十
四
人

が
参
加
し
て

、
鬼
北
町
保
健
介
護
課

栄
養

士
の

小
西

先

生

の

指

導

の

も

と

、
和
風
ポ
ト
フ
な
ど
四
種
類
の
料

理
を
作
り
ま
し
た

。
ど
の
料
理
も

、

塩
分
控
え
め
に
し
た
り

、
野
菜
を
多

く
使
う
な
ど
健
康
に
配
慮
し
た
も
の

で
し
た

。

　
参
加
者
は
品
目
ご
と
に
班
分
け
し

て

、
そ
れ

ぞ
れ

担

当

の

料

理

を

作

り

、
完
成
後
は
み
ん
な
で
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た

。

　
小
西
先
生

、
参
加
者
の
皆
さ
ん

、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
いただきます

　
昨
年
度
公
民
館
を
利
用
し
て
行

わ
れ
て
い
た

「
放
課
後
子
ど
も
総

合
対
策
事
業

」
に
代
わ
り

、

「
放

課
後
子
ど
も
教
室
事
業

」
が
四
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た

。

　
こ
れ
は
学
校
が
終
わ
り

、
保
護

者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
の
間

、
希

望
す
る
児
童
を
預
か
る
点
で
は
昨

年
度
の
事
業
と
同
じ
で
す
が

、
預

か
る
場
所
が
泉
小
学
校
教
員
住
宅

と
な
り

、
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
常

駐
す
る
点
が
異
な
り
ま
す

。

　
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
は

、
地
区
の

民
生
委
員
さ
ん
や

、
地
域
の
有
志

の
方
々
が

、
指
導
サ
ポ
ー

タ
ー

と

し
て
交
替
で
つ
い
て
く
だ
さ

っ
て

い
ま
す

。

　
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

た
め

、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

★
今
後
の
予
定
★

〈
六
月

〉

六
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
文
化
部
会

十
三
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

十
四
日
　
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
　
　
事
業
田
植
え

二
十
四
日

　
　
　
　
男
の
料
理
教
室

〈
七
月

〉

二
日
　
広
見
川
等
統
一

　
河
川
清
掃
兼
美
化
デ
ー

四
日
　
泉
自
治
会

　
　
　
　
　
　
女
性
部
会

十
一
日
　
ク
ロ

ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
夏
季
大
会

二
十
八
日
　
た
か
の
す

　
　
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ

　
　
　

（
～
二
十
九
日

）

三
十
日
　
消
防
団

　
　
　
　
　
　
夏
季
訓
練

編 集 後 記

　公民館主事も4年目に入りま
した。今年度は何と言っても
「えひめ国体」が最も大きな行
事となります。無事に進められ
ますよう、どうぞよろしくお願
いします。（K）

☆
甲
岡
　
秀
文
様

（
小
西
野
々

）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

放
課
後
子
ど
も
教
室

事
業
に
つ
い
て

ご 

寄 

附 

御 

礼 

 


